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区民の皆さんが創り、ともに楽しむ「区民コンサート」。今回は、公募による8組が参加します。
芸術のまち中央区を象徴する「彩の国さいたま芸術劇場」で、様々な音楽をお楽しみください。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、状況により入場制限等を実施する場合があります。

区民コンサートを開催します

日 時 1月30日㈰　13時30分～（開場13時） 会　場　彩の国さいたま芸術劇場（上峰）音楽ホール
定 員 300人 ゲスト 青柳呂武（口笛の世界チャンピオン）、森田義史（ピアニスト）
問合せ バラのまち中央区アートフェスタ実行委員会　加藤　Ｔ・Ｆ833・8909　　区コミュニティ課　Ｔ840・6020　Ｆ840・6161 アートフェスタHP▲

こんにちはこんにちは
です

にちにち 区区ちはちは
です区区区区長長

　区民の皆様のこの一年が、ご健勝で幸多き年になると共に、何事も順調に進まれることをお祈り申し上げます。
　彩の国さいたま芸術劇場の次期芸術監督の近藤良平さんといえばダンス。対談前までは、ダンスは敷居が高い
と思っていましたが、ご一緒にダンスをしたいと申し出たところ快諾していただき、写真の様にポーズをするたび
笑顔が自然とこぼれ、楽しい時間を過ごすことができました。また、「体を使って表現する」ということを楽しく学
びました。
　今後も、「芸術のまち中央区」の所以たる彩の国さいたま芸術劇場と連携し、地域の皆様に楽しんでいただけるま
ちづくりに取り組んでまいります。

新年明けましておめでとうございます。 中央区長　近藤裕司

▲近藤次期芸術監督と
　一緒にダンス

さいたま市中央区（旧与野市）はかねてより「芸術のまち」として親しまれており、中央区と彩の国さいたま芸術劇場とは「芸術」とい
う点で連携し、まちづくりに取り組んでいます。ダンサー・振付家として活躍されている近藤良平氏は、令和4年4月に芸術監督とし
て就任されます。近藤良平氏と中央区長の近藤裕司、「近藤」同士の楽しい対談が実現しました。

近藤 × 近藤 「芸術のまち中央区」を語らう

区長―15年くらいこの彩の国さいたま芸術劇場で公演されてい
ますが、当初の印象や変化はありますか？

近藤さん―埼京線が新鮮だった頃で、埼京＝「最強」線とネタにも
しました。「与野」がつく駅名が多いので、よく迷いました。田
舎という印象はありませんが、のどかな場所だなと。

 なじみの店も当初とあまり変わらないので、車で来た時に荒川を
越えると「なじみの場所に来たな」という風に感じます。

区長―近藤さんといえば主宰する「コンドルズ」での活動が有名
ですが、このグループは皆さんダンスをする集団ですか？

近藤さん―私自身は、大学時代にダンスに興味を持ったのです
が、当時大学でダンスをやっていた人が集まってできたグループ
が今の「コンドルズ」になっています。自分は変わり者で、踊りだ
けでなく芝居や演奏など複合した作品を作ってきました。

区長―彩の国さいたま芸術劇場での公演が、今年で14回目とい
うことですが。

近藤さん―例えば、東京公演でも毎回同じ劇場でできるとは限ら
ず、1か所でずっとやっているのはここだけです。最初は、他の地

域からお客様が来ていたけれど、積み重ねていったら地元で知っ
ている人が増え、「来年もやるならまた来よう」と思ってもらえて
いるようで、嬉しいです。

区長―まだ地元の人でも劇場に来たことがない人がたくさんいると
思うので、その様な方々が来てくださる公演が増えていったら良い
なと思います。今後、新たに取り組みたいことなどはありますか？

近藤さん―劇場でのイベントに合わせて、ブレーメンの音楽隊の
ように駅前から一体感持たせるような楽しいイベントなどやって
みたい。

区長―芸術監督としての役割のイメージは？
近藤さん―一生懸命勉強しているとこ
ろ。あり方は様々、それぞれで良いと
思っています。私は、自分の専門のダン
スで、色々な方を結びつけるイベントを
創っていきたい。芸術監督として、皆さ
んを結びつけるためのリーダー、「HUB
（ハブ）」のような存在になりたいと考えています。
区長―最後に、さいたま市中央区民の皆様へのメッセージなどあ
りますか？
近藤さん―彩の国さいたま芸術劇場でやる「コンドルズ」は、専属
の舞台技術スタッフや舞台と同じ大きさの稽古場など劇場の創作
環境が充実しているので一生懸命作品を作り込めるし凝ったもの
ができる。最近では、「埼玉でやるコンドルズね」と言われるの
で、これからは「さいたま市中央区でやるコンドルズね」と言われ
るようになったら良いなと思っています。

問合せ 区コミュニティ課 Ｔ840・6021 Ｆ840・6161　 ※撮影時のみ、一時的にマスクをはずしています。

近藤良平氏と近藤区長との対談の全体は、　
区ホームページへ掲載しています。▶
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中央区役所を会場として市民税・県民税の申告受付を行います。
●駐車スペースが少ないため、お車でのご来場はご遠慮ください。
●所得税の確定申告については、浦和税務署（中央区新都心Ｔ600・5400）にお問
い合わせください。

●例年申告会場は大変混み合います。郵送による申告書の提出にご協力ください。
感染症予防対策のため、公民館等での出張申告受付は行いません。
混雑状況により、入場制限や終了時刻前に受付を締め切る場合があります。
予めご了承ください。

会　場　区役所３階大会議室
期　日　２月９日㈬～３月15日㈫

※土・日曜日、祝日を除きます。
ただし、２月20日・27日の日曜日
は受け付けます。

受付時間　９時～16時
問合せ　南部市税事務所個人課税課

Ｔ829・1387　Ｆ829・6236

市民税・県民税の申告を受け付けます

※さいたま市社会福祉事業団のホームページ（Ｈhttp://www.saicity-j.or.jp/）もご利用ください。

お正月あそび
羽子板やコマなどお正月あそびを楽しみましょう！

●日　時　１月４日㈫～９日㈰
 15時～15時40分
●対　象　小学生以上
●問合せ 与野本町児童センター

Ｔ855・5655　Ｆ855・5669

与野本町児童センター（本町東）

家族専用室
ご家族でおままごとやミニすべり台などで遊び
ませんか♪

●日　時　毎日 ①９時30分～10時30分
 ②11時～12時　③14時～15時
 ④15時30分～16時30分
●対　象　０歳～小学生とその保護者
 ※必ず保護者同伴
●定　員　各回家族１組
●申込み　当日９時から直接又は電話で
●問合せ 向原児童センター

Ｔ・Ｆ834・6083

向原児童センター（下落合）

発達相談
児童発達支援事業所『杉の子園』の職員が来館し
ます。お気軽に相談してみませんか♪

●日　時　１月19日㈬ 10時30分～12時
●対　象 ２歳以上の子どもとその保護者
●定　員　３組（要事前申込）
●申込み　１月12日㈬10時から直接又

は電話で
●問合せ 大戸児童センター

Ｔ・Ｆ831・9536

大戸児童センター（大戸）

児童センターからのお知らせ

会場の運動遊具などを使用し、簡単な運動を行う教室です。
帽子、タオル、飲み物を持参のうえ、動きやすい服装で、直
接会場へお越しください。

※自宅で検温のうえマスクを着用しご参加ください。
※体調不良の方は参加をお控えください。
※雨天の場合は、会場変更や中止になる場合があります。
対　象　おおむね65歳以上の方
問合せ　区高齢介護課　Ｔ840・6068　Ｆ840・6167

すこやか運動教室

会　場 日　　時

与野中央公園 １/17㈪ 10:00～11:30
与野公園 １/24㈪ 14:00～15:30
大戸公園 ２/２㈬ 10:30～12:00
八王子公園 １/14㈮ 10:00～11:30
保健所前公園 １/７㈮ 10:00～11:30
鈴谷公民館多目的ホール １/21㈮ 10:00～11:30

参加
無料

「与野七福神」は地元の歴史を物語
る神社やお寺を巡る徒歩約２時間
のコースです。新しい年の始まり
に、希望に満ちた一年となるよう
祈願しながら散策してみませんか。
なお、新型コロナウイルス感染症
の感染拡大防止の観点から、中止
となる場合もありますので、ご了
承ください。

日　時　元旦～１月３日㈪　９時～16時
費　用　【色　紙】 1,000円（押印１か所分含む）
 押印代（１か所） 100円
　　　　【御朱印】 各寺社で受け付けます。
問合せ　与野七福神奉賛会　岩﨑　Ｔ・Ｆ853・9798

（公社）さいたま観光国際協会　Ｔ647・1021　Ｆ647・0126

武
ぶ

州
しゅう

与野七福神めぐり

仕事の都合等で平日窓口に来ることができない方は、是非ご利用ください。全10区役所（支所・市民の窓口を除く）で、区役所
の一部業務を取り扱います。市税の窓口も開設しています。

毎月最終日曜日は、区役所の休日窓口をご利用ください

日　時 １月30日㈰　８時30分～17時15分　　問合せ　さいたまコールセンター　Ｔ835・3156　Ｆ827・8656

※新型コロナウイルスの影響により、催しの中止や内容を変更する場合があります。詳しくは、市ホームページ又は各問合せへ。


